
やっぱり。公明党やっぱり。公明党
妊婦健康診査　7万円⇒11万6840円に！
　安全な出産のためには、14回程度の受診が望ましいとされています。しかし、経済的な理
由で『飛び込み出産』が問題となっていました。
 そのため公明党は、国でも市でも、様々な形で妊婦健診の無
料化を訴えてきましたが、平成２５年度より、14回の標準的な
妊婦健診費用がすべて公費助成されることになりました。
 内容　14回70,000円　→　116,840円に拡充　

（問い合わせ:☎５５－０４１６ 健康推進課）

通学路の危険個所対策
　亀岡市の集団登校中の事故を受け、私たちは市長に「通学路安全
対策についての緊急提言」を行い、「関係者が一堂に会し、子どもの視
点で総点検すること」等を申し入れました。
　その後、ＰＴＡ・教職員・警察そして市が一緒に
通学路を点検しました。
　国においても我が党の主張が反映され、今回の
補正予算に通学路の安全対策費が盛り込まれま
した。これを受け、私たちは通学路の安全確保に
更に全力をあげます。

放課後児童会（Ｈ２５年4月より）4年生まで延長へ
　保護者の強い願いがあったにもかかわらず、長い間、放課後児童会は3年生（障がいが
ある児童は4年生）まででした。それが今回ついに動いたのです。
 私たちは富田林市の例をあげながら、委員会や議会で学年延長を強く迫りました。その
結果、「まず4年生に対し全小学校で実施する」となったのです。
　6年生までは、今後3年間で段階的に実施される予定です。
　わたしたちは、保護者が働いているかどうかで子ど
も達を分けるのではなく、一緒に遊びたい子どもの気
持ちに寄り添って「放課後児童会」と「放課後子ども教
室」を合わせて実施する「放課後子どもプラン」の必
要性も訴えています。

（問い合わせ：☎54－0005　青少年育成課）

　「人間が幸せに生きていく」・・それが公明党の目的です。それを実現する
ために全国約3000人の公明議員（約3分の1が女性）が、ネットワークを組
み、地域の人々の心に寄り添い頑張っています。

小水力発電
　原発に頼らない電力の開発は喫緊の課題
です。自然がいっぱいの河内長野市は、小水
力発電に向いています。その普及研究を是非
行うべきだと私たちは訴えてきました。
　このたび大阪府立大と連携し、小水力発電
の研究がなされることになりました。本当に
良かったです。
（問い合わせ：☎53－1111　環境衛生課）

３ワクチン
の定期接種
　子宮頸がん・乳幼児の細菌性髄膜炎を予防
するヒブ、小児用肺炎球菌の予防ワクチンが平
成25年4月から予防接種法に基づく定期接種
になります。費用は国が9割まで負担です。
　公明党の国と地方のネット
ワークの力で強力に推進したも
ので、みなさまに大変喜ばれて
います。
（問い合わせ:☎５５－０４１６ 健康推進課）

（子宮頸がん・ヒブ・
　小児用肺炎球菌）
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富田林市の放課後児童会を視察
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